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論文内容要旨
 生天股脱の対策として脱臼またはその準備状態の早期発、児,さらにそれらに対するその後の指
 導処置や治療,一旦治療終了後の関節変形発生状況等を書髯皿に1嬬甘,管理してゆくこと1.ヒ,医学
 的にも社会的にもきわめて重要なことは明らかである。しかしこれには長年月のたゆまざる,か
 っ広範な医学的親祭を要し,このためには整備さ九た地域傑健機構がなぐては不可能岳1に近いと
 いえよう。著者は,すでに先人0業績により宮城県白石市という小都市が,1つの地域保健1痴…,写
 の単位として上記の問題がほぼ解決され,無脱臼地帯(脱臼のない町)となっていたので,そこ
 でおこなわれてきた上記`D先天股脱対策の検討を著者自身の経験を遠して改めて吟味を加え,2,
 5の新しい知見を得た。その概略を述べると,昭和55年よ卯召和57年まで5'F両の白石市に
 お・り'る出生致5・851名中・生後1ケ月以内1て死亡した77名を除く5,ノ74名1て対し,・毎月生
 後1～2カ.目児を対象に先天股脱一早期発見のためこ)X美堀女診を葦。・こ左い受診した5,臼6深名(81.9弱)
 {三⊃乳児より,521割・944関節の先天股脱準備状態を発見した。この異常関節は発見後li霊時
 的に行能われた経過・観察と療育環境指導.にむいて6戸ノ9ヵ月ま『でに84.6%が自然治癒しフ㌃二。訣
 鉢)5.895はその経過観察中準備状態が改善されないま、li釜過し,9φφが悪化を示しl!i・血臼へ発
 ,興すろ傾向を示した。この悪化・傾向全例88関節と,改善されない例甲の22闘節に対してば,
 6カ月ないし9ヵ月までに非1観血的治め1善を開始し,治療・後も追跡した。』また治療し壊かつた自チ:べ
 沿嶽勧むよび上記非改善例に対しても満5才を前後に予後調査なむこなった。これらし⊃予後調査
 や追跡はすべてX線面銘最.影によって於こない,乳児期の像と,その後の経過,治療内容,予ll,乏
 を検討した。まず乳児期経過についてみると,1)自然治癒傾向は両側例よ9片側例に'大である。
 2)自然治癒傾向は女児より男児に大である。ろ)項、兄畑経過中亜脱臼の要素の方が臼蓋形成不
 全の要素に対し脱臼形成に重大な意義をもつている。しかし臼蓋形成不全と亜脱臼Q合併紛う純
 つとも脱臼形成に影響している。この合併例の臼蓋形成不全は亜脱臼に工ってラ翫起された2次性`
 のものと考えられ,臨床的には亜脱臼,病理学的にはPl]節自体に存在する脱臼性を重視すべきで
 あるとした04)2ケ月光イ・会診・ぞ1餅猛者∫i置数5,061・名に対し.,i蔓紫1◎合縦を必要とし、た症例1よ59
 名1.9i5%であ9,こ.鉱カ1狭、浜脱臼勇三症寛文と髪島廻しさナしる。
 つぎに這隔成鎧を決めるにあたり,満6才正常児10臼関節のGE角分布を調べたが,99『5
 の信頼限界は25,6。～26.9。(平均1直25.4。)を示した。C迎角は大腿骨頭の位置の表示とし
 てはかなウ有効であるが,関節の変形を表現できず,そのための判定基準をつぐウ,正常,a,
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 b,c,d,9と分類した。正常,とaは解剖学的治癒を意味し,b,c,己,は機能的治癒と
 みられるものでその程度の順列による分類,e,は機能の不全を意味している。この判定分類に
 よって遠隔成績(関節数)をみると,乳児検診で髭見した準備状態児の自然治癒沿よび治療治癒
 した・ものの遠隔成蔽は,正常・8592%,a・5.51%,b・579%,c・1.72%,O.
 2,06%,e・0、0鱈5であり,約90%は解剖学的治癒であり,残りはすべて機能的治癒を示
 し,機能不全な示したものは1名もなく,」:い成績を得たことになる。他の2,5の報告とGE
 角のみについて比較してもよい成績を示している。昭和40年,41年度の白石市新入学児童に
 対すろ検診に慧敏(て,先天股脱で機能障害を澄こしているものが1名もいなかったこともこれを
 裏づけるものである。裂、児期に示した準備状態児の推移は,治療,非治療の如何を問わず,述隔
 成績ときわめて関係深い結果を示し,先天股脱のもつ個体差すなわち悪性度というようなものを
 示唆した。
 治療症{銀てついては治療内容を検釧'してみたが,当時はほとんどがギブス治療が主体で比較が
 でき疫かったが,鎧1血的整復旬は1・傷も疫く,治癒症例のみについての他の報告との比較におい
 てもよい,成1鏑を示した。
 先天股脱の治療成績は治療方式のみの比較も蓬ることながら,そ・の症例の把'握状態,さらに治
 療中のイ一塁,治療技術,変形予防に対する検討等,孝麟1級問題にその重要な鍵が秘められており,
 白石市にかけろ無脱臼」・ゴ滞:の細結運営は完全とはいえないまでも,理想的に近い対先天股脱の効
 果を得たと結論される。
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 審査結果の要旨
 本論文は多発する先天股脱の社会医学的対策として1つ¢)地域保健機構単位を設定し,脱臼ま
 たはその準備状態の早期発見,さらにそれらに対するその後の指導処置や治療i,一1三L治療終了後
 の関節変形発生状況等を詳細に検討吟味したも・りであって,この「無脱臼地帯」(白石市)にむ
 ける昭和55年より昭禾l137年まで5年間¢)出生数3,851名中,生後1ヵ月以内に死亡した
 77名を除く5,774名に対し,x線検診をおこ左い受診した5,061名(81.9%)の乳児よ
 り521名,944閥節に先天股脱準備状態を発見している。問題はこれら一応異常と認められ
 る関節の経時的推移で,経過観察と療育指導において6～9カ月まてに84.6%が自然治癒し,
 5.8%は改善さゴ1.加,'鼓ま経過し,96%が悪1ヒを示し脱臼へ発展する傾向を示した。この悪化
 傾向全例と,改善されない例の一部に対1、て非観血的治療を行ない,治療後も追跡し,また治療
 しなかった自然治癒例および上記非改善例に対しても満5才を前後に予後調査をお・こなって重要
 な所見を得ている。たとえば自然治癒1頃向にL両側例より片側脅目に大であり、女児よ9男児に大て
 あり,悪化傾向については乳児期経過r・亜脱臼(う要黒の方が臼蓋形成不全の要素よりも脱臼形成
 に!重大な意義をもつて1,ハろごときてある。
 著者はさらに遠隔成績を決めろにあたり,満6才正常児100関節で調べたCE角分布を参考
 にして判定基準をつくり,正常,a,b,c,街eと6段階に分けて検討1.た結果,乳、児検診
 で発見した準イ庸状態犯の自然才舌}癒および?台療治癒しアくもの・ノ)遠隔成績は,正1常・86・92%,a・
 5.51%,b・5,79%.c。1.77弱,d・2、0ろ%,e・∩、m1%てあり,約gr1%は解音ll
 学的治癒,残りはすべて機能的治癒をポL.,,機能不全を示したものは嘆名もなく,警者らの意図
 した無脱臼地帯の構想は一応医学的の裏付けを得たことになった。
 以上により,本論文は十分学位に値する研究内容を包、等するものと認める。
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